
１ 月２日に ３ 定 理事会 に ２

クラブ 会を し、１月 会 ラ

の 、 月お月見 会の予 、あん

どん決 しました。また、会 より月次

会 があり、その と 会において

する を しました。

・ より会 ２６３４ ２６３６ 、 月 会

ラ を受 しました。

・ より会 ２６８ ２ ２ を受 しま

した。

・国 ータリー ２５３地 と より

リー が届きましたので、 します。

・ キ ズキ ン の と 、道新の

外が届きました。 いたします。

委員会　 　  委員長

　国 ータリー、 ータリー 理 会

より 年度の新たなる 、大 の

内が届いておりますので いたします。

ちなみに大 とは１ で ざいます。

の があれば 会まで し出ください。

よろしくお いします。

煙本日

　来賓卓話「塩分の摂取について」

　　　札幌医科大学特任助教授

　管理栄養士　三上　奈々 様

煙次週予定

　移動例会「目の健康アドバイス」

会員誕生日

　９月１１日　辻本　哲也

　９月１１日　阿部　洋一

　９月１４日　清水　　陞

　９月１５日　鈴木　康伸

結婚記念日

　９月１５日　鵜城　善輝

Ｎｏ．２５７２

第９回　９月 １ １ 日

会員総数 ………………３９名
出免会員 ………………８名
出免出席 ………………４名
基準会員出席 …………２０名
出席率 …………… ７０．５８％

　

欠席会員 ………………８名
内メイクアップ ………１名
修正出席率 ……… ８１．５７％

 

 

 



会員研修委員会　 　阿部 委員長

「ロータリーの友」

　 ータリーの は、 ータリーの地 雑 で

す。 ータリアンが ータリーライ を める

ためにも、またクラブが と直結していると

いう のためにも な 体である、という

ことをまず 理解いただきたいと思います。

　１５２ ５３年度、日本の ータリークラブが

と に分かれるとき、連 を に ちたいと

いう 思を って１５３年１月に され、 外

の活動に する を高め、 地 の活動

を して親 を り、 ータリー の 、

ータリー活動の に することを目的と

しております。

　定 は１ ５年１月 から２ と変わってお

りません。１ ５年というのは、 ５ のはが

きが１ 、４４ の ブンスターが１５ 、大卒

が の時代です。その時代から

は え置き、内 については 当 より定

の２ の内 という姿 を いているというこ

とです。 力を感 ます。 まで読みたくなり

ますね。

　２１２ ２１３年度実績で１１５６４ 部 、月

におしな ると ６ 部、月間ゴ ダイ

ジ ス が月 ６ 部 しているそうな

ので、 してもお分かりのように、 れた

ス ラーで ざいます。１８６年にカラー化、

１ 年には を３ にして文 を大きくしてい

ます。２ ３年の５ 年のときオー カラーに

なっております。

　進 を続け、 年の１月に６ 年を えた、

「 ータリーの 」ですが、 年度後 からさ

らに新しいことを始めようとしています。それ

は 子 の 始、 コンで ータリーの

を読む り組みです。

　 子 については をどうするか、どの様

な で されるのか、不明なことが多くて

まだ判 は出来かねますが、情 は随時 し

てまいります。

　 人的には 子 の方に り えたいと思っ

ています。理 は大きく３つ、ス ー ン

やタブ 代としては、 子を して

ち かなくても、 に ち いているス ー

ンやダブ で る事が出来るようにな

る事。仕事や ライ ー で を いている

時間が多い 、合間にも る事が出来るように

なった事。３つめは、 いのに物で れている

我が家のス ースをこれ以上 食しない です。

　これから年末までの間に と 子 、そ

れ れの数を連 することになるのではないか

と予想しております。紙でとっておきたいとい

う方もおられるかもしれませんが、 子 を

る にある方は、一度 えてみてはいかがで

し うか。

・本日の 話、 さんありがとう ざいます。

　中

・ 月理事会 して し訳ありません。

　

・あんどん 会 会ありがとう ざいました。

また、 キ ズキ ン の事でち っと

い事がありました。　 　

　前　 　　　３１６

　 　 　　　　５

　累　計　　　３２１，０００円

「我が生い立ち パート２」

　平井　誠治 会員

〇 る 期に、 は生まれ 。

　私は 和６年生まれです。その２年前に日本

を った の大 （ 和 ）で の中

は 度の 不 となり、 業の も 次ぎ、

失業者が 大していた。また、 北・北 道を

始めとする 地の 作もあり、人身 の日

化、一家 など、 くよどんだ が国中に

っていた時代であったようだ。

　一方、 和６年は 事変が した年でも
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あり、以来この国は１５年の長きに って戦 の

を んでいく。私は何の 果か、戦 と共

に軍 と共に、人生の 一 を み出す 目に

なっていた。小学４年生の 和１６年日本は

洋戦 に 入、そこから な軍国主義教育に

進み、食 不足・物資不足の窮 生活に に

入っていく。

　旧制中学２年の時、 洋戦 が終結。敗戦

の日本は、軍国主義から一 に民主主義の時代

に変わった。 く間に の中の 感が一変し、

社会の混乱が数年続いた。

〇 る商 の として、 に、 に生

る 、 に く。

　私は祖父と父とで んでいた小 商店（ 服、

物、化 品、雑 ）の として 和６年、上

で生まれた。その当時、 った 和

をまともに受け、 の不 もあって

が重なり、とことん した商店に っていた。

父は近 の に 商に出て日 を作り、「

の日 け 」に明け れる がずっと続

いた。 年、ニシン に く留萌に く定着。

父は小さな店を え、２ の私もここで留萌

人となった。以来 い間、我が家は の

ため り詰めた生活を余 なくされ、加えて戦

中戦後の物資不足も長く続き、やがて質 に

に生きる 性が身に着いた。

〇 の人生 けない。

　小学２年生の時、 で２学期をほ 休し

た。 い進級は出来た。大学３年終 時に結

性リン で長く い、就職には結 度

の時代で、就職を 。卒業後、 か不 か

度 大期に かう 品店の家業に就いた。

　５ ばから成人 の道にはまり、 ではそ

の がりに苦しめられている。心 も に

けられての有様で、 り く 名も数多い。

とは余 縁 い体のようだ。これらのことは

のせいでもない。自分の である。

〇 は の に けられて 。

　生来 で、話し下 で、小学生時代はだま

りこくってクラスに っていた。おとなしい

ことが品 優 とみられて先生にも き上げら

れ、割の い小学生だった。「多弁は 、 は

」の時代が私を けてくれた。自ら立 演

をして、クラスの役割を ち る とは

く違う時代であった。自分の思いを上 に話せ

ない資質は、その後の人生でいつも ンディを

っている。

〇戦 下、 の 民 と る。

　 和１６年戦時体制が進み、小学校が国民学校

に改称。学生服は国 色の国民服に変わった。

食事事情がどんどん 化し、お米も 服も

制となった。やがて主食のお米が不足して 米

の を食 るのが「 」になった。「雑 を

混入せよ」との強制 も出た。 ・高 ・

コシ・ジ イ ・か ちゃに加えて、

まで主食に り入れられた。ただニシン

の き 、ニシンの だけは地場だけに、

留萌のどこの家 にも ち ちていた。

　旧制中学の入学試験は戦時中とあって、 頭

試問と体力 定だけであった。 頭試問では、

「 来軍人になりたい。」を強 すれば 分だっ

たし、体力 定は 称 点の山を け上がっ

て いに き げれば いものであった。

旧制留萌中学には地 以外の 、 、

方面から入学生が加わった。そこで 人もの出

来ぶつに出会い、私は自らの「 の中の 」を

く自 した。

　中学１・２年時、授業に「教 」があって、

校が ー を下げて学生の に当って

いた。 ー を いて、 銃を えての教

が であったが、不動の姿 や 進、そし

て の など、 事 の として身体が

記 することを目標に、まさに軍 の

だった。動きの いものがよく られ、 運

動をさせられていた。

　その頃 制度があって、 上ですれ違う時

の上級生・下級生への の先 ・後 には、

時 間違う事もあって苦労した。戦時下、学校

での上級生による下級生へのい め、制裁は日

化していた。教師がスリ で生 の 面を

ったり、 の で生 の頭を いたりし

たが、 力として問われる事は、決して かっ

た。上級生に な事で を けられ、連帯

として同級生同士 にさせられ、 ン
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タし合う制裁は悔しく、仲間の心を大きく傷つ

けた。

　中学２年の８月１５日、陛下の玉音放送を聴い

たが、ラジオの雑音もひどく、その時正確な事

情・事実が解らなかった。私は鈍感な中学生で

あった。しかし日を置かず、様変わりしていく

社会の混乱で、敗戦の実感を強く体感していく

事になる。

〇敗戦でしばらく、あてどない学業生活に明け

暮れる。

　終戦前後、日本は食糧と物資の不足に困窮し

ていたので、学生もまず勤労作業が優先された。

勉学は二の次の感があり、その結果、学力不足

は募るばかりであった。

　中学生の始めの頃、農家に泊まり込んでの授

農活動、市内のニシン場加工場での箱打ちなど

も時間割の中にあって、作業活動はずっと続い

た。敗戦直後、旧日本軍の弾丸を港湾内に投棄

する作業があった。その時の銃弾入れのブリキ

缶が私たちの弁当箱に活用された。軍用品の払

い下げで、豚皮の軍靴２、３足がクラスに届い

たが、仲間はその抽選で大はしゃぎだった。

　敗戦で教育の方針が軍国主義から民主主義に

変わっていくが、その変化が激しく、何が何だ

か訳の判らない日がずっと続いた。教科書はザ

ラ紙で、その上、黒塗りの部分もあった。武道

系の教師が学校からいつしか消えていった。あ

る英語の教師は、１次限目はほとんど休講する

ぶざまな勤務であったが、その職を失うことは

なかった。そのせいか、同期の仲間には英語の

弱い学生が多く出た。私もその一人である。

　仲間はよれよれになったカーキ色の学校標準

服を暫く着ていたが、おしゃれな学生は、黒の

詰襟学生服をいち早く着て、ダンディさを見せ

つけていた。私には縁遠い事であった。

　学生のコーヒー族、演劇族が街の喫茶店にた

むろしていた。学生の多くが映画はほとんど洋

画・舶来音楽に親しんだ。アメリカナイズされ

ていくのに時間は余りかからなかった。

〇民主化による学制改革の渦中にさらされる。

　敗戦によって、国の仕組みも一変したが、学

制制度も６・３・３制に変わった。新制中学、

新制高校となって、就学期間が１年延長された。

私たちの１年後組から男女共学となったが、我

が同期の仲間は、男女共学を逃した１年違いの

不運を悔やんでいた。

　実質的に大きな変動ではないが、私は旧制留

萌中学５年から新制留萌高校の２年生に編入と

なった。学年は３クラス編成で、文科系と理科

系の進学組、そして就職組に分かれた。私は理

科系クラスに在籍したが、進学は文科系の大学

だった。思えば、終始焦点が定まらない私の人

生の一端がここに出ていた。

〇受験期、運に恵まれる。

　国立大学の入試では、学制改革の過渡期と

あって、学科の点数より、直接学科とは関係な

い「進学適性検査」の点数が優遇された。どう

した弾みか、私は進学適性検査の成績で予想外

の優位に立てた。目指す学校の門をくぐれたし、

４年後の「大学卒業者」という呼称は、その後

の社会生活で、自らの実力以上に随分役に立っ

ている。進学受験では中学でも、大学でも私は

運に恵まれた。

〇ルーツは近江商人と仙台藩下級武士と聞く。

　父方の祖父は、京都の帯問屋の大番頭で、人

力車で御用聞きしていたと自慢話していた。言

うなら、近江商人として明治の時代に渡道して

きた。端正な着物姿にその面影を秘めていた。

　母方の祖父は、仙台藩下級武士の末裔と聞く。

和寒村の山里で、一般的な米作・畑作と違うリ

ンゴ栽培で身を立てていた。当時リンゴ栽培の

北限地で苦労を重ねていた。

〇母方の祖父に魅せられる。

　母方の祖父は毎日仕事を終えると毎夜、漢詩

を読み書きしていた。小学生時代の私は夏休み

に決まってその祖父の家に送られたが、祖父は

夜毎、新聞記事の熟読と古新聞への漢詩書きが

続いていた。いわば農夫でありながら書に親し

み、孤高に生きる姿に魅せられた。

　その祖父の名前は「英馬（えいま）」、息子２人

は「孔士（こうし）」、「文王（ぶんのう）」、そし

て娘であるわたしの母には「きくを」で、稀有

な名前が続いていた。私ながらに、その名前を

漢詩に連ねて心をときめかしていた。
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